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南海トラフ巨大地震を想定した訓練を実施します。

～「平成２５年度 総合防災訓練」（9月4日実施）～

国土交通省四国地方整備局では「防災週間」（８月３０日～９月５日）の取組
の一環として、南海トラフで発生する巨大地震を想定した総合防災訓練を実施
します。

■訓練日時：平成２５年９月４日(水)７：３０～１６：００頃までを予定

■実施場所：四国地方整備局(高松サンポート合同庁舎１３階災害対策室)
及び同局管内２０事務所

■訓練の目的
東日本大震災の教訓、並びに「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の検

討状況を踏まえ、①担当する職員一人ひとりの災害対応力向上、②防災業務
計画等の脆弱点や課題の発見による継続的な改善、及び③防災関係機関相互
の連携強化、を目的に実施します。

■訓練の内容
◆＜7:30～12:00＞ ステージⅠ（情報伝達訓練～初動体制の確立～）

発災直後の情報伝達の確実性の向上、初動体制確立の迅速化に重点をお
いた、安否確認、非常参集、災害対策本部・支部設置、施設点検、被災状
況把握訓練を行い、併せて災害協定関係者との災害情報伝達訓練を実施し
ます。
また、災害対策用ヘリコプターによる高松サンポート合同庁舎屋上ヘリ

ポートでの緊急離着陸訓練及び広域被災状況調査の訓練を実施します。

◆＜13:00～16:00＞ステージⅡ（災害図上訓練～応急復旧体制の確立～）
発災後１日程度経過した想定で、災害時の応急復旧体制の構築及び復旧

計画の立案に重点を置いた［啓開・応急復旧］災害図上訓練を行います。

※当日の取材対応は、訓練の進行状況によってお待ちいただく場合がありま
すのでご了承ください。

平成２５年 ８月 ３０日
国土交通省 四国地方整備局

※本施策は、四国圏広域地方計画「No.6防災力向上プロジェクト」の取組に該当します。
※本施策は、四国地震防災基本戦略の取組に該当します。

問 い 合 わ せ 先
国 土 交 通 省 四 国 地 方 整 備 局

総括防災調整官 宮 本 正 司(内線2119）
企画部防災課長 上 林 正 幸(内線3411）

℡ ㈹087-851-8061
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別紙

H25総合防災訓練 概要

１．訓練の目的

東日本大震災の教訓、並びに「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の検討状況を踏まえ
て、安全確保、避難の手順、安否確認、非常参集、情報収集伝達、施設点検及び被害状況の
把握、緊急対応等の、地震発生時において対応が必要とされる様々な災害行動に関し、訓練
をとおして①担当する職員一人ひとりの災害対応力向上、②防災業務計画等の脆弱点や課
題の発見による継続的な改善、及び③防災関係機関相互の連携強化を目的に実施する。

２．訓練のテーマ・キーワード（～東日本大震災の教訓から～）】

■ 「起こりうる最悪の事態想定」
■ 「自らが何をすべきか」
■ 「災害対応力向上」

３．訓練実施日

■平成25年9月4日(水)
ステージⅠ 時間： ７時３０分～１２時００分まで （約４．５時間）
ステージⅡ 時間： １３時００分～１６時００分まで （約３ 時間）

４．本年度の訓練骨子

■ステージⅠ：＜初動体制の確立＞安否確認から被害状況全体把握まで

（ねらい） ：災害時の確実な情報伝達の向上
（訓練方法） ：伝達演習・実動訓練
（被害想定前提条件）：
【前震：7:30発生】
○震源地 ：和歌山県南部（内陸）
○管内の震度：四国全域において震度６弱を観測・・・全員参集
○津波の有無：津波注意報・警報なし・・・全員参集

【本震：（当日指示）】・・・最大クラスの巨大地震・津波
○震源地 ：室戸沖
○管内の震度：四国全域において震度６弱～７を観測
○津波の有無：大津波警報 L2津波を想定

（訓練内容）
①非常参集訓練、職員・職員家族等の安否確認、庁舎・宿舎等の点検報告等
②災害対策本部・支部の設置
③新災害フォトシステムによる初期被害情報の報告
④パトロール開始報告・災害状況報告
⑤各出張所管内（津波等による）被災想定地域状況報告
⑥衛星通信車、情報コンセント等を用いた現場状況確認訓練
⑦災害対策用機械の出動報告・派遣要請訓練（手続き訓練）
⑧災害協定業者・防災エキスパート等出動要請訓練
⑨記者発表訓練
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■ステージⅡ：＜応急復旧体制の確立＞
～発災後1日程度経過から実施する啓開及び応急復旧訓練～

（ねらい） ：災害時の適切な判断力向上
（訓練概要）：【災害対応図上訓練】
（訓練方法）：テレビ会議方式

＜演習ポイント＞
・啓開（道路・港湾）検討演習（啓開区間、優先順位の検討等）
・応急復旧計画（河川・道路・港湾）の策定及び実施体制の演習
・関係機関との情報伝達・共有（防災拠点、業者・資機材）演習

＜被災想定地域（案）＞
・国道55号（浸水） ・高知龍馬空港（浸水）
・国道56号（浸水） ・徳島あわおどり空港（浸水）
・仁淀川（堤防沈下） ・高知港
・吉野川（堤防沈下） ・徳島小松島港

・宿毛港

＜対象組織＞
（被災）
・徳島河川国道事務所 ・高知河川国道事務所
・四国山地砂防事務所 ・高知港湾・空港整備事務所
・那賀川河川事務所 ・小松島港湾空港整備事務所
・土佐国道事務所
・中村河川国道事務所

（応援）
・本局、上記事務所以外

５．訓練の範囲
地震発生 ←７時３０分発災
↓

各位緊急参集 ←各種情報収集訓練
ステージⅠ ↓ （３０分ルール等）

本部・支部設置・運営
↓

四国管内の被災状況の全体把握 ←パト・CCTV等情報をもとに
発災後1日経過 全体把握

応急復旧ルート・資機材の計画等全体
ステージⅡ 的な復旧計画の検討・本部長指示

↓
終 了 ←１６時００頃終了
↓

反省会 ←本部・各支部実施（速やかに）
（実施後速やかに反省点等提出）


